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市
民
の
手
で
よ
り
親
し
め
る
公
園
に

ふるさと談義に花を咲かせた「第19回東京鷹巣会」

　

首
都
圏
に
在
住
す
る
鷹
巣
町
出
身
者
の
会
「
東
京
鷹

巣
会
の
第
19
回
総
会
・
懇
親
会
が
10
月
29
日
、
東
京
都

内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
関
係
者
お
よ
そ
１
８
０
人
が

郷
里
の
話
題
な
ど
で
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

　

菊
地
靖
孝
会
長
や
岸
部
市
長
ら
に
よ
る
鏡
開
き
と
乾

杯
で
始
ま
っ
た
懇
親
会
の
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
近
況
や

郷
里
の
話
題
で
話
が
は
ず
み
、
ま
た
、
今
年
は
ジ
ャ
ズ

プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
綴
子
出
身
の
菊

地
康
正
さ
ん
も
駆
け
つ
け
、
サ
ッ
ク
ス
で
の
ジ
ャ
ズ
演

奏
で
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

テ
ー
ブ
ル
で
の
会
話
が
は
ず
ん
だ
終
盤
に
は
、
福
引

抽
選
会
や
出
席
者
が
輪
に
な
っ
た
「
鷹
巣
盆
踊
り
」
で

さ
ら
に
盛
り
上
が
り
、
「
ふ
る
さ
と
」
を
全
員
で
合
唱
、

懇
親
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
第
20
回
東
京
ふ
る
さ
と
森
吉
会
総
会
・
交
流

会
が
、
東
京
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
を
会
場
に
開
催

さ
れ
、
首
都
圏
に
住
む
会
員
約
１
５
０
名
が
参
加
し
、

な
つ
か
し
い
ふ
る
さ
と
の
話
題
や
お
互
い
の
近
況
報
告

を
し
合
う
な
ど
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
今
西
祐
子
氏
に
よ
る
歌
「
秋
田
内
陸
線

ひ
と
り
旅
（
詞
・
板
垣
吉
郎　

曲
・
今
西
昭
雄
）
を
披

露
。
最
後
に
は
参
加
者
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
大
合

唱
し
昔
を
な
つ
か
し
み
ま
し
た
。
ま
た
会
場
で
は
「
い

ぶ
り
が
っ
こ
」
「
岩
魚
骨
酒
」
「
き
り
た
ん
ぽ
セ
ッ
ト
」

な
ど
の
特
産
品
販
売
な
ど
も
行
わ
れ
、
売
れ
行
き
も
上
々
。

来
年
ま
た
会
え
る
日
を
楽
し
み
に
散
会
し
ま
し
た
。

記念のことばをプレートに記し植樹する親子

　

北
秋
田
市
米
代
川
河
川
公
園
で
11
月
３
日
、
「
桜

の
木
」
の
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
、
市
民
が
親
子
な
ど

で
憩
い
の
場
づ
く
り
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

米
代
川
右
岸
に
あ
る
同
公
園
は
、
毎
年
夏
に
行
わ

れ
る
花
火
大
会
や
、
野
球
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
散
歩

な
ど
で
利
用
さ
れ
、
多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
、
ま

た
現
在
、
川
の
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
散
策
が
で
き

る
花
壇
や
せ
せ
ら
ぎ
水
路
な
ど
親
水
性
を
も
っ
た
公

園
に
す
る
た
め
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
植
樹
さ
れ
た
桜
（
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
）
の
苗
木

は
32
本
。
う
ち
25
本
を
公
募
で
決
ま
っ
た
市
民
が
植

え
、
参
加
者
は
、
子
ど
も
の
誕
生
や
入
学
記
念
、
ス

ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
優
勝
な
ど
様
々
な
記
念
の
こ
と
ば

を
添
え
木
に
取
り
付
け
た
プ
レ
ー
ト
に
記
し
植
樹
し

ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
に
思
い
を
馳
せ
て

第
19
回
東
京
鷹
巣
会
総
会
・
第
20
回
東
京
ふ
る
さ
と
森
吉
会
総
会

「
桜
の
木
」
記
念
植
樹
〜
米
代
川
河
川
公
園

ふるさとを大合唱し昔を懐かしんだ「第20回東京ふるさと森吉会」
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「
子
ど
も
人
権
デ
ー
の
集
い
in
鷹
巣
西
小
」
が
10

月
31
日
、
同
小
で
行
わ
れ
、
人
権
尊
重
の
輪
を
広
げ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
鷹
巣
西
小
が
行
っ
た
「
人
権
の
花
」

運
動
へ
の
感
謝
状
の
伝
達
と
、
鷹
巣
阿
仁
地
区
の
小

学
校
児
童
を
対
象
に
募
集
し
、
優
秀
作
品
に
選
ば
れ

た
人
権
標
語
の
入
賞
者
の
表
彰
と
発
表
を
行
い
ま
し

た
。

　

感
謝
状
伝
達
式
で
、
西
小
児
童
の
畠
山
光
大
君
（
６

年
）
が
秋
田
地
方
法
務
局
大
館
支
局
の
石
井
隆
支
局

長
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
後
、
同
じ
く
代
表
の

成
田
浩
崇
君
（
６
年
）
が
、
「
『
人
権
』
と
い
う
言

葉
の
意
味
は
難
し
か
っ
た
が
、
と
て
も
大
切
な
こ
と

だ
と
知
っ
た
。
花
を
見
る
と
心
が
豊
か
に
な
る
。
そ

の
心
で
人
に
接
し
た
い
」
と
運
動
に
取
り
組
ん
だ
感

想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

思
い
や
り
の
心
は
ぐ
く
み

「
子
ど
も
人
権
デ
ー
の
集
い
in
鷹
巣
西
小
」　

感謝状などが伝達された子ども人権デ－

沿道の地域住民から拍手喝采を浴びた合高生の路上ダンス

力
強
い
踊
り
と
元
気
な
掛
声
に
拍
手
喝
采

　

合
川
高
校
の
第
45
回
合
高
祭
の
前
夜
祭
が
10
月
28

日
、
合
川
駅
前
で
行
わ
れ
、
今
年
で
５
回
目
と
な
っ

た
路
上
創
作
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

　

「
こ
ん
に
ち
は
！
お
元
気
で
す
か
？
」
〜
合
高
生

街
に
出
る
〜
と
題
さ
れ
た
創
作
ダ
ン
ス
は
、
た
ざ
わ

こ
芸
術
村
・
わ
ら
び
座
の
指
導
の
も
と
、
前
夜
祭
に

向
け
て
放
課
後
練
習
を
重
ね
、
路
上
で
元
気
い
っ
ぱ

い
の
掛
声
と
と
も
に
踊
り
、
合
川
高
校
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ニ
ュ
ー
ソ
ー
ラ
ン
節
、
ニ
ュ
ー
秋
田
音
頭
に
は
、

地
域
住
民
の
拍
手
喝
采
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

 

翌
日
は
「
超
新
星
〜
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ　

Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
」

と
題
さ
れ
た
合
高
祭
が
開
催
さ
れ
、
演
劇
や
バ
ン
ド

演
奏
、
介
護
福
祉
科
研
究
発
表
な
ど
が
一
般
公
開
さ

れ
ま
し
た
。

合
高
祭
前
夜
祭
「
路
上
ダ
ン
ス
」

　

こ
の
ほ
ど
「
平
成
18
年
度
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ

実
践
者
及
び
社
会
活
動
参
加
活
動
事
例
」
の
紹
介
事

業
に
お
い
て
、
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
実
践
者
（
エ

イ
ジ
レ
ス
章
）
を
武
石
音
吉
さ
ん
（
85
歳
：
根
小
屋
）、

社
会
参
加
活
動
事
例
（
社
会
参
加
章
）
を
松
栄
自
治

会
（
代
表
九
嶋
喜
實
さ
ん
）
が
そ
れ
ぞ
れ
受
章
し
、

10
月
24
日
、
岸
部
市
長
か
ら
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

書
状
と
楯
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

エ
イ
ジ
レ
ス
章
を
受
章
し
た
武
石
さ
ん
は
、
成
功

例
の
な
い
カ
ジ
カ
の
養
殖
孵
化
に
着
手
し
、
３
年
後

に
成
功
、
社
会
参
加
章
を
受
章
し
た
松
栄
自
治
会
は
、

昭
和
27
年
か
ら
桜
の
植
林
を
始
め
、
現
在
約
１
キ
ロ

に
わ
た
る
桜
並
木
を
つ
く
り
、
管
理･

維
持
し
て
い

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
そ
れ
ぞ
れ
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

武
石
さ
ん
・
松
栄
自
治
会
が
受
章

エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
実
践
者
及
び
社
会
活
動
参
加
活
動
事
例

書状と楯を前に市長と語る受章者

（写真左の男性が武石さん・右が松栄自治会）


